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はじめに

　これまでの５年余り、学習者一人ひとりが、
より楽しく学び、そして、より確かに基礎・基
本を定着させることのできる国語科授業の確立
をめざした研究を進めてきた。
　毎年入れ替わる、目の前の学習者とともに、
様々な実践を重ねてきた結果、次の三つを柱と
する国語科授業をデザインするに至った。

　本論文においては、これまでの研究の経過を
報告し、その成果と今後の課題を明らかにした
いと考える。

１　研究の出発点は、学習者の実態

　図１は、平成22年度１学期に実施した、第１
学年国語科中間テストの得点分布図である。

　これを見ると、上位層と下位層に挟まれた中
間層の割合が低いことが分かる。同様の傾向は
他学年においてもみられた。
　また、下位層の学習者の授業態度を分析した
ところ、「授業中の発言が少ない」、「課題を提
出しない」、「ノートへの記録が乱雑である」等、
ある程度共通した実態がみられた。
　さらに、学習者自身の国語科授業についての
考えを調査したところ、「授業は好き」である
ものの「何をどうやって書けば答えになるのか、
よく分からない」、「自分の考えを思うように表
現できない」、「時間が足りない」等、学習上の
「困り」を有している学習者が少なくないこと
が分かってきた。
　そこで、こうした学習者の実態に着目し、こ
れらの実態に即した手立てを導入することによ
り、効果的に基礎・基本の定着が図られるので
はないかという仮説を立て、実践及び検証する
ことにした。

２　「Ⅰ『学びやすい』学習環境づくり」の実
践　

⑴　「授業のユニバーサルデザイン化」の導入
　学習上の「困り」の解消の手立てとして参考
にしたのが、米国のＣＡＳＴによる「学びのユ
ニバーサルデザイン化」という概念である。
　この概念を基に「できるだけ多くの学習者が
利用可能である学習環境をデザインすること」

Ⅰ「学びやすい」学習環境づくり
Ⅱ「学びたくなる」学習活動の工夫
Ⅲ「学び続ける」学習の手立ての開発

図１　国語科得点分布表（第１学年）
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楽しく学び、確かな力を
育む国語科授業の創造
～ キーワードは、「学びやすい」、「学びたくな
る」、「学び続ける」！～
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をコンセプトとし、授業改善に向けたポイント
を、次のように設定した。

⑵　実践
①「授業のパターン化」及び「学習活動の明示」
　学習者が落ち着いて授業を受けられるように
するために、毎時間の授業の流れをある程度パ
ターン化し、常に同じスタイルの授業を展開す
ることにした。
　１時間の授業の流れは、次のとおりである。

　特に、【ａ．めあての確認】においては、「め
あて」とともに、その達成に向けた学習の順序
を予め示し、学びの「見通し」がもてるように
配慮した。
②視覚化に配慮した板書
　板書については、「めあて」や「学習活動の
流れ」等の掲示場所を固定化し、さらに、文字
の色分けや図表等の掲示により、学習した内容
や重要な部分等が視覚的にとらえやすい板書を
心がけた。（写真１）
③「学習記録用紙」の導入
　授業内容の記録が思うようにできない学習者
に配慮し、板書と一体化した「学習記録用紙」
を作成した。
　授業前に１枚配布し、授業が終わるたびに、
専用の紙ファイルに綴じて提出させ、評価の後、

次の授業までに返却した。学年末には、内容を
分類・整理させ、オリジナルの「国語科学習記
録帳」を完成させた。
④学習者一人ひとりが活躍する場の設定
　全ての学習者が、より主体的に学習に取り組
めるようにするためには、「ペア学習」や「グ 
ループ学習」等を意図的に組み入れ、学習者相
互の考えを紹介・交流する活動が有効であると
考えた。
　そこで、毎時間一度は、ペアや班を形成し、
学習者相互による学習活動を取り入れるように
した。（写真２・３）

○学びの「見通し」がもてる授業スタイル
の確立

○授業の流れがとらえやすい「板書の工
夫」

○「視覚的な理解」を促す掲示物の工夫
○学習者を「肯定的に評価」する言葉かけ
の充実

○全員に「活躍の場」を保障する学習活動
の導入

【ａ．めあての確認】→【ｂ．学習活動】→
【ｃ．めあての達成】→【ｄ．学習の振り返り】→
【ｅ．確かめの時間（随時）】

写真１　視覚化に配慮した板書の様子

写真２　班で協議する学習者の様子

写真３　協議結果を報告する学習者の様子
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⑤学習の定着を確認する「確かめの時間」
　学習者一人ひとりの学習内容の定着を把握す
るために、随時「確かめの時間」を設定した。
　その時間に学習した主要な内容を、小テスト
の形で出題し、その結果に応じて、適宜補充的
な学習を取り入れるようにした。

⑶　検証
　年度末に「授業のパターン化」及び「学習記
録用紙」に関する意識調査を行い、基礎・基本
の定着度順にＡ～Ｃ層に分け、それぞれの考え
をグラフ化した。
　図２は「授業の流れをパターン化することで、
以前と比べ学習しやすくなったか」という問い
に対する答えである。
　Ａ層では、大きな意識の変化はみられない。
一方、Ｂ層、Ｃ層の学習者については、「学習
しやすくなった」という意見が多くみられる。
特にＣ層の学習者にとっては、明らかに意識の
変化が生じていることが理解できる。
　その理由の欄には、「何をするかが分かるか
ら」、「何を勉強すればよいか、はじめに教えて
もらうほうがよい」等の記述があり、学習の流
れや到達点を開始時に知らせることが、授業の
受けやすさに反映されていることが分かった。
　次に、「学習記録用紙」の結果（図３）を見
ると、Ｂ層、Ｃ層だけでなく、Ａ層でも使いや
すさを実感している学習者が多いことが分かる。
　何よりも、これまで板書のメモが十分にでき
なかった学習者が、この「学習記録用紙」を導
入することで、以前と比べ、授業内容を記録す
る力が、飛躍的に向上したことは大きな成果で
はないかと考えている。

３　「Ⅱ『学びたくなる』学習活動の工夫」の
実践

⑴　学びの原動力は、「学習意欲」
　図４は学習者の「学びの構造」をイメージ化
したものである。
　学習活動の原動力である「学習意欲」は、学

習者に「学びたい」という思いをもたせる手立
てにより、大きく高められ、そうすることで、
学習活動は活性化し、全ての学習者に、より「主
体的な学び」をもたらすものと考え、単元学習を
構想してきた。主な主題名は、次のとおりである。

【第１学年】
○【新生活を紹介しよう。『○○先生、中
学校ってこんなところだよ！】

○【さまざまな古文についてのブックトー
クをしよう！】

図２　「学習しやすくなった」と答えた割合

図３　「メモがしやすくなった」と答えた割合

図４　授業者が考える「学びの構造図」
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⑵　実践例Ⅰ：「新生活を紹介しよう。『○○先
生、中学校ってこんなところだよ！』」

①学習計画及び評価規準
　（以下表１参照）
②学習材について
　本単元で用いた学習材は、次の２点である。

　図５は、単元「新生活を紹介しよう。『○○
先生、中学校ってこんなところだよ！』」の学
習の流れである。
　指導にあたっては、まず「ア」、「イ」を用い
て、分かりやすい文章の構成の仕方や題材の設
定等について学習した。
　次に、ワークシートを用いて報告文の下書き
を行い、その後、相互評価、清書へとつなぎ、
最後に報告文を完成、送付する全７時間扱いの
学習とした。
③授業の実際について
　写真４は、第５時の様子である。
　前半は学習材「ちょっと立ち止まって」を用
いて、「序論」、「本論」、「結論」の構成法につ

【第２学年】
○【外国人用の「佐伯市観光パンフレッ
ト」を作成しよう】

○【東日本大震災の被災者に向けて、自分
の思いを届けよう】

○【福岡市ＶＳ佐伯市、自分が暮らす町を
ＰＲしよう！】

【第３学年】
○【小学校低学年向け「佐伯漁港への道案
内」を書こう】

ア．「ちょっと立ち止まって」（光村図書）
イ．「段落のまとまりを意識して書こう」
　（光村図書）

表１　学習計画及び評価規準

図５　単元学習の流れ
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いて学習した。
　後半は、自らが報告する内容についての「観
点」を考え、班で交流した後、学習者ごとに「紹
介する内容」を決定させた。（写真５）
　その後、下書き用のワークシートを配布し、構

成を意識させながら、報告文の骨子を作成させた。
　最後に、４人グループを編成し、順に報告文
の構想を説明させ、その内容について相互評価
を行わせた。
　その際、気がついたこと等は、全て付せんに
記入させ、互いに交換させた。
　そうすることで、学習者相互のアドバイスが、
より活用されやすくなるよう配慮した（写真６）。
　これをもとに、各自で文章を作成、推敲、そ
して清書へとつなげ、最後にそれぞれの６年時
の担任のもとへ報告文を送付した。

④検証
　次ページにあげる文章は、学習者Ａによる報
告文である。ワークシートをもとに、「序論」、
「本論」、「結論」という３段構成を意識して作
成していることが分かる。
　さらに、単に新生活の様子を報告することに
留まらず、そうした生活の中での自身の考えや
今後の目標にまで内容が及んでいることも評価
される。
　また、次の文は、「学習記録用紙」に記され
た学習者による、学習後の感想である。

　両者とも「より伝わりやすい文章」をめざし
て、主体的に学習に取り組んだことが理解でき
る。
　報告文送付後、旧担任の先生からの返信の手
紙には、学習者に向けて次のようなコメントが
あった。

○文章の構成を整えたり、具体的な例をなるべ
く身近なことからとりあげれば、読む人が、
とても分かりやすくなるということを理解し、
意識して報告文を書くことができた。

○伝える人のことを考え、なるべく分かりやす
く文章を書くということを、今まであまり考
えたことがなかったので、今回の勉強はとて
もいい経験となった。

写真４　第５時、前半の板書

写真６　 ワークシートとアドバイスを記した付せんの内容例
（左枠）

写真５　第５時、後半で「観点」を決める学習者
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　温かい心のこもった旧担任の先生からの手紙
を読んだ学習者たちは、大変喜び、お互いに達
成感を分かち合うことができた。
　「先生、またこんな勉強しようやな！」授業
後のこうした言葉からも、本単元学習が、学習
者自身にしっかりと受け止められ、主体的に学
習活動が展開されたことがうかがわれた。

⑶　実践例Ⅱ：「東日本大震災の被災者に向け
て、自分の思いを届けよう。」

①学習計画及び評価規準
　（以下表２参照）（次ページ）
②学習材について
　本単元で用いた学習材は、次の３点である。

　「ア」の中には、被災者自らが撮影した写真
及び自作の短歌が含まれている。「イ」、「ウ」 
は、手紙を書く際のスキルやモデルを示した学
習材といえる。
　図６は、単元「東日本大震災の被災者に向け
て自分の思いを届けよう」の学習の流れである。
　指導にあたっては、まず「ア」を用いて、現
地の様子や被災した人の悲しみをしっかりと伝

　○○さんの「報告文」を読んで、とても感動
しました。中学校での新生活の様子が、とても
よく分かりました。わずか２ヶ月ほどしか経っ
てはいませんが、随分大人びてきたようで、と
ても嬉しいです。
　どうか、これからも一生懸命勉強して、自分
のよいところをたくさんのばしてください。心
から応援しています。（後略）

ア．授業者自らの岩手県沿岸部におけるボ
ランティア活動の記録及び被災者にいた
だいた資料
イ．「気持ちをこめて書こう」（光村図書）
ウ．「中学書写　手紙を書く」（光村図書）

学習者Ａによる報告文
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え、学習者一人ひとりの考えを引き出す場面を
計画した。
　その後、「イ」、「ウ」を用いたスキル学習を
行い、資料を提供していただいたＴ氏（大船渡
市在住）への手紙づくりにつなげることにした。
　「東日本大震災の被災者に宛てた手紙を書く」
ことを単元を貫く言語活動に位置づけ、その
ゴールに全員を到達させることで、一人ひとり
に達成感を味わわせる全５時間扱いの学習活動
とした。
③授業の実際について
　写真７は、第１時の様子である。
　ＩＣＴ機器を活用し、現地の状況や被災者の
思いをできるだけ分かりやすく説明した。
　その際、支援活動で実際に着用した作業着や
活動の際に現地で配布された作業上の注意書き
等の資料も展示し、臨場感を高めた。
　授業開始当初は、「何が始まるのだろうか」
とざわついていた学習者たちであったが、説明
が進むにつれ、一心にスクリーンを見つめる姿
が印象的であった。
　授業の終わりに、被災地の様子や被災者の声
を、どのように受け止めたかを尋ねた。
　どの学習者も一様に、何かを伝えたい思いで
溢れている様子だった。
　そこで、すかさず切り出した。「資料（写真８）

表２　学習計画及び評価規準

図６　単元学習の流れ
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を送ってくれたＴさんにお礼と励ましの気持ち
をこめた手紙を書こうと思うんだけど…」。わ
ずかな間の後、教室がにわかにどよめいた。
　この瞬間がまさに「『学習意欲』の高まり」
が生じた場面ではないかと考えている。
　その後の「改まった手紙」に関する学習は、
学習者の「学びたい」という意欲により、授業
者の予想を大きく上回る勢いで展開され、全て
の学習者が「東日本大震災の被災者に宛てた手
紙を書く」というゴールに到達した。
④検証
　右の文章は、学習者Ｂによるものである。
　東日本大震災の被害の実態を直視し、自らの
生き方についてまで考えを広げていることが分
かる。
　学習者一人ひとりが作成した手紙には、それ
ぞれの思いをしっかり伝えようと、懸命に努力
する姿がうかがえた。
　「『受け手』に自分の思いを伝えたい」という
気持ちが原動力となり、この学習を貫く柱であ
る「東日本大震災の被災者に宛てた手紙を書く」

ことを支えたものと思われる。
　単元学習終了時における「学習記録用紙」に
は、次のような感想があった。

○手紙の書き方がよく分かりました。「拝啓」
ではじまり、「敬具」で終わることなどが分
かり、よかったです。今度、目上の人に手
紙を書くことがあれば、この学習で習った
ことを思い出して、書こうと思いました。

○私は、「東北には行けないけど何かできるこ
とはないかな。」といつも思っていました。
そしたら先生が「今回の学習では被災者に
手紙を書きます」と言ったので、「これだっ」
と思いました。私の書いた手紙を読んで、受
け手がどう思うのかは分からないけど、私
は手紙が書けてよかったし、この学習がで
きてよかったです。

○日ごろつかわない言葉で、丁寧に感想や思い
を伝えるのは、とても大変だけど、本当に
思ってるということが、とても深く伝わる

写真７　岩手県沿岸部の説明を聞く学習者

写真８　Ｔ氏の写真と短歌（全10枚中１枚）

学習者Ｂ



37

●優秀賞

　「東日本大震災の被災者に手紙を送る」とい
うゴールに向け、言葉を精選しながら、その到
達点までひたむきに学習を進めた姿が読み取れ
る。学習者一人ひとりに「学びたい」という思
いを喚起させた効果だと考えている。

４　「Ⅲ『学び続ける』学習の手立ての開発」
の実践

⑴　授業開始時の「スピーチ学習」の導入
①導入の契機
　第１学年の３学期末における観点別評価「Ｂ」
の到達者の割合を分析したところ、次のような
結果となった。（平成23年度３学期、対象学習
者数180名）

　このデータから、「読むこと」、〔伝・国〕に
比べ、「話すこと・聞くこと」及び「書くこと」
の学習が十分に達成できていない学習者が多い
ことが分かる。
　また、同時に実施した意識調査で、「書くこと」
に次いで「話すこと・聞くこと」の領域に苦手
意識をもつ学習者が多いことも分かった。

　特に、自分の考えを求められた際、話したい
ことを順序よく説明できないという課題意識を
有する学習者が数多く存在していることが明ら
かとなった。
　さらに、学習者の多くは、人前で話をするこ
とが上手になりたいという願いをもっているこ
とも分かった。
　これを契機に導入したのが、「スピーチ学習」
である。
②実践
ア．授業における位置づけ
　「スピーチ学習」は、毎時間、はじめの３分
間を使い実施している。二人組のペアを作り、
話し手と聞き手で交互に自分の考えを伝え合う
学習活動である。
　話す相手を隣の友達に限定することで、緊張
感を払拭し、自らの考えを自由に語ることので
きる雰囲気づくりに配慮している。
イ．題材の設定
　毎時間のテーマは、全ての学習者が自分の考
えを表現しやすいものとなることに配慮し、日
常生活のあらゆる事象に目を向け、毎回準備し
ている。
　その日のテーマをミニ掛け軸にセットし、始
業の挨拶後、「今日のお題は…これっ！」とい
う合図で黒板に垂らし、スピーチ開始の合図と
している。（写真９）
　毎年５月ともなると、挨拶後の学習者の視線
は、「今日のお題はなんだろう？」という期待
感から、専ら授業者が手にするミニ掛け軸に集

と思った。
○今回の学習は、被災者の気持ちや、被災地が
どんな状況かを受け止めることと、改まっ
た手紙の書き方を、しっかり頭にたたき入
れることができました。またこういう機会
があったら、何かをしたいです。

○「改まった手紙」を書いて、今まで体験した
ことのない、一種のきんちょうをおぼえた。
相手が会ったことのない人なので、字をき
れいに書いたり、何度も漢字や内容に失礼
がないかなどを確かめたりした。終わった
後は、きんちょうの糸が切れて、少しほっ
とした。

「話すこと・聞くこと」 …80％
「書くこと」 …72％
「読むこと」 …89％
〔伝・国〕 …92％

写真９　「お題」に注目する学習者
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中するようになっている。

⑵　校内掲示板を活用した「ことばの広場」
　校内で空きスペースとなっている壁面を活用
し、「ことばの広場」を設置した。（写真10）
　ここには学習者が主体的に言葉について考え
たり、学んだりすることができるように配慮し
た掲示物を準備し、定期的に入れ替えている。
　主な内容は次のとおりである。

⑶　小中連携の語彙指導
①小中の教師による合同学習会
　題材の設定や構成の組み方等、作文を書くこ
とに対して、苦手意識を抱える学習者は少なく
ない。
　また、その多くは小学生時代から引き続いて
いるケースが多いことも明らかとなった。

　そこで、小中９年間を通した効果的な作文指
導を図ることはできないかと考え、校区内の小
学校教師に呼びかけ、小中合同の学習会を開催
することにした。
②「『感想の言葉』カード」の作成
　学習会では、小中それぞれの学習者の作文を
分析し、その実態について情報交流することに
した。
　その結果、小中ともに「自分の気持ちや考え
を表す言葉」が、「楽しかった」や「うれしかっ
た」等、単調で画一的であることが共通してお
り、こうした場面で、より豊かに自分の思いを
表現できるようにするための語彙力を身につけ
させる必要があるのではないかという意見が出
された。
　この意見に基づき準備したのが、「『感想の言
葉』カード」である。（写真11）
　これらのカードには、主に文末で用いる「気
持ちや考え等を表す言葉」を、発達段階に応じ
て「レベル１」から「レベル８」のカードに分
類し、一覧にしている。
③「『感想の言葉』カード」の活用
　「『感想の言葉』カード」の活用にあたっては、
次に示すような活用例を考え、小中の国語科授
業において、実際に使用しながら、その効果的
な活用方法について現在考察中である。
④検証
　図７のグラフは、平成24年度末の基礎・基本
の定着度順に分けたＡ層～Ｃ層ごとの、「スピー
チ学習」に関する考えを調査した結果である。

【漢字・語句関係】
・季節にちなんだ難解漢字の読み方クイズ
・郷土に関するご当地漢字クイズ
・四字熟語に関する穴埋めクイズ
・オリンピックに関する外来語クイズ
・早口言葉に挑戦コーナー
【文学関係】
・著名な文学者の名前当てクイズ
・川柳に関する穴埋めクイズ
【鑑賞関係】
・好きな熟語の書写作品（※学習者作成）
・著名な詩人による、各月に関連する詩
【読書関係】
・「お勧めの一冊紹介」（※学習者作成）

写真11　作成した「語彙カード」（全８枚）

写真10　校内掲示板に設置した「ことばの広場」
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●優秀賞

　各層とも、左側は「以前より話したり、聞い
たりすることが楽しくなった」、右側は「以前
より友達の意見について自分の考えをもてるよ
うになった」と考える割合である。
　Ｃ層の学習者にとっては、この学習が、「話
すこと・聞くこと」の活動に対する苦手意識の
解消につながっていることが分かる。
　また、Ａ層、Ｂ層の学習者にとっては、他者の
考えを、より批判的に聞く態度を育成しているこ
とにつながっているのではないかと考えている。
　さらに、もう一つの成果としてあげられるの
は、これまで授業やテスト等において小作文を
書くことを大変苦手とし、無回答で終わること
が多かった学習者の中に、この「スピーチ学習」
の導入を機に、課題についての自らの考えを短

い文章ではあるが、文字で表現しようとする学
習者が現れるようになったことである。
　これは、毎回替わる「お題」についての考え
を、瞬時に話す練習を繰り返すことで、自分の
考えを発することに自信がもてるようになり、
それを文章化することへの抵抗感を軽減させた
ことに起因しているのではないかと考えている。
　以上のことから、毎時間の「スピーチ学習」
の継続は、学習者一人ひとりの「話すこと・聞
くこと」の基礎・基本の定着や、さらには「書
くこと」についても一定の成果をもたらしてい
るのではないかととらえている。
　この「スピーチ学習」についての学習者の感
想には、次のような記述があった。

○先生が出すお題が毎回ちがうから、とても楽
しいです。これからもスピーチを続けてほ
しいです。

○スピーチが少し短い時があったので、これか
らはしっかりと自分の意見を発表したいです。

○発表するのはあまり得意ではないけど、みん
なの意見を聞くことができてよかったです。

○このスピーチで、男子とも話すことが多く
なった。

図７　「スピーチ学習」に関する意識調査結果
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５　成果と課題

⑴　学習者Ｃの手紙
　図８は、単元「東日本大震災の被災者に向け
て、自分の思いを届けよう」において、学習者
Ｃが書いた手紙である。「書くこと」を大変苦
手としており、自分の考えや感想等の記述を求
められても、ほとんど回答することのなかった
学習者である。
　しかし、今回の単元学習においては、終始授
業者に手紙の形式等を確認したり、自ら漢字や
語句を辞書で調べたりして、精一杯の心をこめ
た手紙を完成させた。

⑵　検証クラスにおける学習者の変容
　平成25年度の１年間、第１学年７クラス中、
１クラスを、この研究の検証クラスとして担当
し、学習者の変容を分析することにした。
①学習者Ｄの「学習記録用紙」の変容
　写真12・13は、学習者Ｄの１学期当初と２
学期の「学習記録用紙」の変容を示したもので
ある。
　乱雑な書きぶりで、途中でメモをやめ、しか
も「評価」の欄も未記入である１学期に対し、
２学期においては、大変丁寧な文字で、色使い
にも工夫がみられる。また、全体のバランスや
文字の配置にも配慮がみられ、まさに板書と一
体化した学習記録となっている。

　４月に「国語が嫌いだ」と断言し、当初は学
習に対する意欲が感じられない学習者Ｄであっ
たが、「学びやすい」学習環境の中で、徐々に
国語科学習に対する興味関心を高め、「スピー
チ学習」においても、意欲的に自分の考えを友
達に伝えるように変わっていった。
　さらには、授業中の発問に対して自主的に発
言したり、家庭学習にも意欲的に取り組んだり
する様子もみられるようになった。
②定期テストにおける得点の推移
　図９・10は、１学期と３学期の定期テスト
における検証クラスの得点分布を示したもので
ある。
　得点分布の状況から、下位層の学習者の人数
が減少し、どの層の学習者も、より高い得点層
へ移行していることが分かる。
　次に、図11は年間の定期テストの学年平均
点との得点差の推移を示したものである。
　年度当初、クラスの平均点は11ポイント以上

○一つのお題について、みんながそれぞれ思っ
たことや考えたことなどを知ることができ
て面白かった。

○お題にそって隣の人と話すのが楽しかった。
スピーチすることで、授業以外でもしゃべ
るようになった。

○友達のスピーチについて考えをもつことが、
はじめは苦手だったけど、だんだんなれて
きた。

○自分のスピーチについて、友達の考えを聞け
たのがうれしかったし、役に立ったと思う。

図８　学習者Ｃが書いた手紙（実物模写）
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おわりに

　毎学期の最後に、学習者一人ひとりの国語科
授業に対する考えを知るために、「先生への通
知表」と名づけたアンケートに協力してもらっ
ている。その中の「自由記述欄」に、次のよう
なコメントがあった。

　学習者のこうした言葉には、心から励まされ、
次の授業づくりに向けた活力を授けられる。
　と同時に、学び手にしっかりと向き合い、そ
れぞれの実態に寄り添った学習指導の大切さを、
学習者自身に改めて示唆してもらっているよう
に思えてならない。
　これからも、目の前の学習者とともに、常に
「学び続ける」教師でありたいと考えている。
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○いつもは不満をもらしている友達たちも、
国語の授業のときは楽しそうに受けてい
て、それだけ先生の授業がよいというこ

となのでしょう。この１年間国語の授業
では大変お世話になりました。
○国語はあんまり好きじゃなかったけど、
好きになりました。それに、最後のテス
トで一番満足のいく点数がとれたのでう
れしかったです。
○特に面白かったのは、教室でエビフライ
を揚げたことで、あれには驚きました。
他の先生とは違う面白さがありました。

図９　検証クラスの得点分布（１学期）

図10　検証クラスの得点分布（３学期）

図11　検証クラスの平均点の推移


